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特定非営利活動法人ＴＩＣＯ

Ｔ Ｉ Ｃ Ｏ ニ ュ ー ス レ タ ー

国際救援財団（ＦＩＤＲ）助成金交付決定 

カルブウエ地区参加型農村開発プロジェクト  

開墾作業中・歌いながら頑張る女性たち

ヒダノ修一氏（和太鼓奏者）と 
横浜のみなさんが送ってくれた救急車 

ギルモア保育所の子どもたち 

（チペンビ農業開発ローン） 
＜主な記事＞ 
・ 『もったいない』は素晴らしい日本語 
・ 「カルブウエ菜園プロジェクト」助成金獲得 
・ チペンビ情報 
・ 救急救助隊大忙し！ 
・ ＮＰＯ法人ＴＩＣＯ初めての収支報告 

 地球規模の問題に苦しむ人たちの自立支援を共同作業により実施し、そこで学んだ経験と知識を地域の人々と分か

ち合い、私たちの生活を振り返るとともに地域の精神文化の高揚に寄与することを目的としています。      

 TICO
テ ィ コ

は保健・医療・農村開発などの分野を中心にアフリカ・ザンビア共和国で支援活動を行っているNGO（非政

府組織）です。世界の中の日本を考え、それぞれが自分にできる国際協力を実践していくために1993年に任意団体

として設立、2004年 9月に特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）となり活動を続けています。      
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もったいない！ 
ノーベル平和賞受賞者『Wangari Maathai 』が気付いたすばらしい日本語 

 
吉田 修

ケニア人の彼女は、３０００万本の植樹を行

う「グリーンベルト運動」の主導者である。ア

フリカ大陸全土で植林活動を行い、民主化、持

続可能な開発の推進に取り組んでいる。現在ケ

ニアの環境・天然資源省副大臣、ケニア緑の党

代表を務める。独裁政権時代は何度も逮捕、投

獄されている。 
 来日の際、「もったいない」という言葉を知

り感銘を受け、「もったいない」を世界の環境

保護の合言葉にしようと提唱している。彼女に

よると、「もったいない」は４Ｒ（Reduce 消

費削減、Reuse 再利用、Recycle 再資源化、

Repair 修理）を表すとの事。 

 確かに「もったいない」は日本の文化の本質

かもしれない。１００万都市であった江戸は

「もったいない」の４Rを徹底することにより、

資源を消耗することなく、隅田川を澄み切った

清流に保っていた。まさに持続可能な循環型社

会を実現していたのである。 

  

残念ながら、最近の日本人は「もったいない」

を忘れつつあるようだ。大量生産、大量消費で

ゴミの山を築き、地球温暖化を招くのが現代の

経済成長というものらしい。 

 彼女が「もったいない」の価値に気付いてく

れたことに感謝しつつ、日本人はもう一度身の

回りの「もったいない」を再考しよう。食べ物、

包装、エネルギー、輸送、過剰な快適さ、水、

放置された農地や森林、捨てているもの、実に

膨大な「もったいない」に囲まれていることか。 

「津波」に続いて「もったいない」が世界共

通語となり、アメリカ人が「Oh, It ’ s 

Mottainai！」などと普通の会話で使うように

なれば世界は変わるかもしれない。 

 
参考文献「江戸時代にみる日本型環境保全の源流」農文協

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日（火）雨 
ここ４週間雨無し。水まきが
不十分で野菜にダメージ。井戸
とタンクがあるのに。トマト、
白菜も不調。ミーティングで担
当者を変えるようだ。それが自
ら行われるだけ救いか。 

３月８日（火）晴れ 
レイプ、トマト、白菜が病気。

キャベツも発育不良。対応が後

手後手。男たちは草取りや畑耕

をするが、水は撒かない。担当

の女性が来ていないと言う。水

撒きは女性だけの仕事なの

か？ 

３月１５日（火）晴れ 
レイプも低調、キャベツは水

が足りない。カリフラワーも出

来は悪い。トマトもまた失敗。

トマトは未だ成功していない。 

「とにかく水をきちんと撒

かないと始まらない」と Mr.ケ

ニスに訴える。 

３月１８日（金）晴れ
申請中の助成金交付決定(次

項参照)。 
 
４月２２日（金）晴れ
助成金交付決定について報

告。 

開墾状況を視察。約束通り

WAHE（ワヘ）とは？ 
Water(水)、Agriculture(農業)、Health(健康)、Education(教

育)の領域をカバーしながら農村の生活水準向上を狙う TICO

のプロジェクト。TICOは 2002年ザンビア南部州にて飢餓緊

急援助を行なったがそこで得た教訓とは「緊急援助の限界」と

「飢餓をなくす為には農村に根本的対策が必要」との認識だっ

た。いくつかの候補地から安全性や信頼できるパートナーの存

在等の観点から支援地域をチペンビとカルブウエに決定した。

中央州チペンビ地区 

中央州カルブウエ地区 

CCChhhiiipppeeemmmbbbiii   

KKKaaarrruuubbbwwweee   
ザンビア共和国 

WWAAHHEE ププロロジジェェククトト通通信信  

TICOザンビア事務所 江橋裕人 

カルブウエ 
菜園プロジェクト 
 
使用不能だったボアホール（井

戸）の修理により野菜農園への水

供給を可能にし、並行して農民に

野菜栽培法などのセミナーを開

催。 
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1.5ヘクタールはどうにかなり

そう。やればできるじゃない！

ソーラーポンプ、ドリップイリ

ゲーションで野菜が育てばさ

ぞ嬉しいことだろう。助成金に

ついてケニスと協議。この助成

金は、今年のパフォーマンスし

だいで今後が決まるので心し

てやってほしい。230 万円＝

21,50０ドル=103,200,000

クワチャという天文学的数字

になることを強調。
 
 

カルブウェ地区「菜園プロジェクト」に助成金が交付  
  

昨年、カルブウェ地区で始まった“農民の自立支援”を目的とした「菜園プロジェクト」が評価され、

この度、（財）国際開発救援財団（FIDR）の助成金2,299千円を受けることできました。 

プロジェクトの名称も「カルブウエ地区参加型農村開発プロジェクト」と変更し、新たなスタートを切

りました。プロジェクトの概要は、菜園をさらに開墾して拡大。既存のボアホール（井戸）に太陽光発

電ポンプとタンクを設置し水を貯める。そしてドリップイリゲーションシステムを導入することにより

灌漑設備の充実を図る。同時に、各種ワークショップを行い技術移転と人材育成を目指す。最終的には、

野菜の栽培と販売を成功させて収入向上へと繋げるというものです。 
 
 
 
 
 
調整員の仕事は計画がうまく流れるためのお

膳立てである。例えば、太陽光発電ポンプ設置で

は「業者探し」「見積もり確保」「作業日程調整」

「資材確保」等を調整。私の役目は必要な資源に

繋げること。こういった活動の繰り返しである。 

さて、そんな中で何を思うか。 

現地の人に『夢見る力を持って欲しい』と願う。

現地のことはそこに生まれ暮らす人々が一番良

く分かっている。その通りと思う。では、彼らの

生活向上を目指すプロジェクトを彼らに任せら

れるか。それも難しいと感じる。私が接する農村

の人々は日々の暮らしで精一杯に見える。それゆ

え、そこから先を、今の困難を打ち破ろうという

気力を感じられない。村をどう良くしていきたい

か、収入が向上したらどうするか、そういった経

験がないのでイメージできないかのようだ。余計

なお世話だが、それは悲しい。TICO が背中を少

し押してあげることで、ちょっと目線の向け方を

示すことで、夢見る力を農民たちに持って欲しい。 

【担当者から】 

 今回のプロジェクトを通じて、「自分たちにも

できる」と感じて欲しい。夢見る力があれば、そ

の為に何が必要か考えるようになる。そこに更な

る支援をして行きたい。ほんの少しでも彼らが自

分達で歩き出せたなら私は幸せ。それが果たせた

なら、この経験を糧に、より一層アフリカの為に

尽くせたらと願う。 

今回これほどの投資が可能となったのは TICO

支援者の皆様のお力は勿論、財団法人国際開発救

援財団より交付いただきました助成金のおかげ

です。様々な方々より有形無形の支援をしていた

だき、このプロジェクトは成り立っています。こ

の場を借りて感謝申し上げます。ありがとうござ

います。 
 

TICOザンビア事務所 江橋   

 
 
４月３０日（土）晴れ 
開墾はドリップイリゲーシ

ョン導入までに間に合いそう。

重機を使わずここまでやるの

は大変。お疲れ様。

 
Mr.ケニスが菜園の土を soil  

makulu research に持ち込ん

でアドバイスを得てきた結果、

少し酸性で石灰を混ぜ中性に

すると良いらしい。

 
タンクスタンド完成。土台づ

くりにTICOからセメントを支

援。ソーラーパネルの安全管理

について協議。狙われやすいし、

一枚なくてもポンプは作動し

ない。 

メンバーに現在の状況を絵

に描かせ発表させる。「水不足」

「労働力不足」「ものによって

は成功している野菜もある」

「家の仕事もある」等の声。 

助成金の総額を知らせたら、自

分たちが裨益者で責任を負う

と認識している模様。みんなに

“夢“を聞いてみた。しかし、

夢と言われてかなり戸惑って

いた。日常で精一杯なので夢な

ど考えられないのが本当では

ないか。
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５月１６日（月）晴れ 
たわわに実ったピーマンと

ナス。売らないことには始まら

ないので、けしかける。リーダ

ーの Mr.ケニスがピーマンの売

り先は探しているようだ。 

 
 
５月２３日（月）晴れ 
タンクスタンド補強修理。続

いて井戸の入り口ドアのバー

グラー溶接、既存スタンド補強。

発電機溶接機とピーターが大

活躍！水撒き様子を伺う。ホー

スを使って、その先でバケツ三

 
一つずつしか満たせず、他の

二

日（金）晴れ

人はお喋り。非効率的！今度

はタンクから水が無くなる。前

もって満タンにしていない。

「水不足が問題だ」と繰り返し

農民たちは言う。「計画的にポ

ンピング、水撒きをすれば十分

やれるやないか！」と心の中で

叫ぶ。 

５月２７
コミュニケーション円滑化

ミ

プロジェクト

の

議。一生懸命働かな

い

間

ーティング。 

交差点に、この

看板設置を伝えると拍手喝

采。宣伝効果も大きいし是非や

りたい。 

問題点協

人を名指しで攻撃。激しい応

酬！老若男女、体調不良者や、

妊婦もいるので調整が必要だ。 

会計報告。計算も対象期間も

違っていた。まだまだ学習過

程。 

つに分けて水撒きをしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３月２日（水）曇り 
ツエツエではとりあえず菜園

に力を注ぐらしい。高価な野菜

（ニンジンやニンニク）を栽培

してもルサカまで運ぶ手段がな

い。大工のMr.メリック訪問。不

在。ギルモアのテーブルは未完

成。奥さんがいたので、来週出

来ていなかったら、返金して貰

うことを伝える。カリケンカ訪

問。以前から２，３回相談を受

けていた熱心なグループ。結局

タックショップ案に落ち着いた。 

 
３月７日（月）晴れ 
雨不足でチペンビ方面でもメ

イズは壊滅。もう雨が降っても

too late（遅すぎる）。 

チノノに養鶏用の雛を届ける。

前回の１００羽は TICO ／

SCDPで２５羽、CFCで２５羽、

ローカルで５０羽を売ったらし

い。今回は倍の２００羽。さあ、

どうなるかお手並み拝見。 

 
３月９日（水）晴れ 
まずMr.メリック訪問。テーブ

ル４つができて塗装をしていた。

期限を守っていないことは事実

だが、先は見えたので金曜日に

引き取りにくるから完全にして

おくよう話す。ギルモア訪問。

家具の状況報告、金曜日には全

て届けられる旨伝える。 
 
３月１１日（金）晴れ 
Mr.メリック訪問。テーブルは

完成していた。１１月２７日に

依頼して３ヵ月半。やっと全て

の家具が引き渡された。 

 
４月２５日（月）晴れ 
Mr.ンジョブを訪問、サングワ

ポとカサカを対象とした養鶏ワ

ークショップの予定を再確認。

チノノ訪問。204羽から10羽

死去。ちょっとまずい。間違い

なく病気だが詳細は把握してい

ない模様。 

 

チペンビ 
・農村開発ローン 

小規模農村開発ローン 
 
事業資金の無利子貸し付け・研

修指導を行い、農民グループの

小規模起業を支援する。日本人

サポーターも同時に募集中。 

 
４月２７日（水）晴れ 
カサカの養鶏ワークショップ。

9 人参加、上出来。「プロジェ

クトはあなた達次第、頑張るな

ら TICO は手を差し伸べる」と

話す。質問も出ているし、楽し

そうにやっている。とりあえず

は積極的な反応だったので、今

日のところは良し。 

カリケンカ（タックショップ

で申請中）を視察。店用建物の

ペンキ塗りなおし、窓設置を指

示していたのだが、その通りに

やっていた。これは嬉しい！ザ

ンビアでペンキは高いのに、良
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くやったものだ。当面のやる気

は示されたので、5月中にはワ

ークショップ、品物購入サポー

トすると伝える。 

救救急急隊隊整整備備ププロロジジェェククトト通通信信  

TICOザンビア事務所 五十嵐 仁 

 ザンビアには日本で言う119

月から本格化したこのプロジェクトは人口

隊の整備を行っている。このザンビア唯一の救急隊が

番の救急隊というものが存在しなかった。2002年 10 

200万の首都ルサカ市の救急隊の整備を目的 

としている。ＴＩＣＯと警察庁と消防局が連携し、ボランティア・警察官・消防官が救急 

24時間体制でルサカ市の救急救命 

活動を担っている。より迅速に現場に到着できるよう分駐所の開設を現在進めている。 

 
４月２９日（金）晴れ 
カサカのワークショップ最

終日視察。学んだことを無駄に

せず、自分たちの為にしっかり

儲けて欲しい。君たちの育てた

鶏で他グループのワークショ

ップをやりたいと伝える。 

 
チレンガレサ訪問。搾油機を

使って作業しているではない

か！嬉しい誤算。50 キロバッ

グが5袋あり、あと15袋は自

分たちのひまわりから取れる

との試算。5月18日、次回訪

問時に20リットル買うと約束。 
 
５月２４日（火）晴れ 
Mr.ンジョブ訪問。カサカは

養鶏ワークショップも済み、い

つ雛を持っていくか相談する

と、ニューキャッスル病がチペ

ンビ地区に蔓延しているので

しばらく控えるべきとのこと。 

カリケンカは、お店建物はで

きているのでワークショップ

と物品購入のみ。 

ツエツエではなんとハイエ

ナにヤギが３匹殺された！不

運は重なり、野焼きの火が菜園

フェンス（草）を焼き、そこか

らヤギが侵入、野菜全滅。 

 

 

 

 

 

 

 

 
３月２日（水）曇り 
アグロフォレストリーフィ

ールドデイは３月１１日に決

定。農民、CFC の学生合計１

００人ほど集め、模範農家を見

学させ、質疑応答などで理解を

深める。TICO はジュース軽食

支援予定。 
 
３月９日（水）晴れ 
アグロフォレストリーモニ

タリング。雑草は気になるが、

きちんとやってある印象。 
 
３月１１日（金）晴れ 
本日はアグロフォレストリ

ーフィールドデイ。CFC の学

生、農民合わせて８０人くらい。

畑の持ち主のマコニさんから

説明をもらい、ベルベットビー

ンズ、落花生、などの畑を見学。

みな熱心で意見が飛び交う。 

 

メイズも見学。マコニさんは

砂質（良くない）と粘土質の畑

を持っており、砂質のメイズは

壊滅、粘土質は順調だった。 アグロフォレストリー 
木陰に戻ってまとめ。さっぱ

りわからないが活発な意見交

換。こうして皆さんが一生懸命

やっていれば、TICO からの支

援は続くよ、と当たり障りのな

いコメントで締める。 

 

荒れ果て、やせ細った地力の回

復のため、チペンビ農業大学と

協力し、豆科の植物を植えるこ

とを農民に推奨し指導してい

る。 

 

 ディップタンク 

 

 

 

 

 
 

あちこちで、壊れたまま放置さ

れていた牛消毒用の薬浴漕（デ

ィップタンク）の復活に取り組

む。農民にとって、牛は大切な

財産だ。 

３月９日（水）晴れ 
ムパタマトディップタンク

チェック。水はたしかに入って

いた。あとは薬液。 

 
４月２５日（月）晴れ 
Mr.テンボ訪問。TICOにとっ

て 3 つ目の支援であるカノン

ゴディップタンクを進めたい

が自転車が壊れて動けない、と

言う。TICO で手配を約束。彼

はディップタンクの中心人物

で良くやっている。ディップタ

ンク未使用エリアでは牛の死

が報告されている。早く進めた

い。 

 
５月２４日（火）晴れ 
ムパタマトディップタンクや

っと稼働開始。

３月１日（火） 
ＪＰＲ訓練を支えた現地職員 

前号では、ＪＰＲによる救急救

助技術訓練をお伝えしました

が、華やかな訓練を陰で支えた

ＴＩＣＯ／ＳＣＤＰの職員
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たちを紹介します。江橋職員。

訓練期間中事務所を１人でき

りもりし、他の全職員が JPR

神戸チームの受入に専念でき

るように配慮し、また、ビデオ

とカメラを手に、活動の記録を

担当。そして、全体を把握して

指示を飛ばし、事務所側の指揮

官として活躍。 

 山田職員と小川職員。数ヶ月

前から訓練に使用するテキス

トを英語版に翻訳。数十ページ

にものぼる訓練テキストを完

成。その他消防や警察隊員のユ

ニフォーム作成や関係機関と

の連絡調整、確認など今回の活

動の中枢となる部門を担当。ま

た、ＪＰＲの皆さんの朝食準備、

お弁当作り、夕食会のセッティ

ングなどかなり幅の広い業務

を完璧に遂行。さらに訓練中は、

それぞれ救急と救助チームに

張り付き、同時通訳を行うなど

休む間も無いほどた。感謝。 

 
４月２２日（金） 
ムナリ高校から赤十字クラブ

メンバー８名が救急隊東部分

駐所を訪問。 

この高校には、ＪＯＣＶ隊員

が派遣されており、その紹介。 

 救急隊員が応急措置法や救

急車を呼ぶための通報の仕方

などを指導。最後には、救急隊

管理委員会の委員長から生徒

さんたちに救急隊民間支援適

任証が手交された。受け取った

生徒たちは、今日から私たちも

救急隊を呼び人助けができる

と言って喜ぶ。 

 
 
４月２８日（木） 
消防救急隊基礎訓練第１部終

了 

３ヶ月前から実施した、消防

の救急隊員候補生に対する基

礎訓練の第１部が終了。５月中

には、中央消防署の他、工業団

地署に救急隊と救助隊を１隊

ずつ配置して、市内北部地区を

担当してもらう。まだ、完全で

はないが、出動を重ねることで

経験をつむことになる。 

 
自作救助車誕生 

今まで市内東部を管轄する

チャイナマ隊には救助車がな

く車両内部への閉じ込め事故

には対応できなかった。 

 そこで、ＳＣＤＰの古いトラ

ックを救助車に改造。昼は

SCDPの業務にも使用し、必要

に応じ救助機材を積載して救

助車として２役を演じること

に。 

 
５月２３日（月） 
ルサカのTV局がスポンサーに。 

ルサカの民放ＭＵＶＩテレ

ビ局が救急隊活動を今後追い、

ドキュメンタリー的に放送し

ていきたいという連絡が入る。

幸運なチャンス。放映されるの

はいいが、今の救急隊員のレベ

ルで大丈夫だろうか？迷いが

あったものの、テレビ局のオフ

ァーを受けてみようというこ

とになる。救急隊がルサカでは

有名になり、いろいろな反響が

出てる。良い反響もあるが厳し

い目で見られるので、改善策な

どはすぐに講じないとネガテ

ィブな印象を与えかねず要注

意。しかし、救急隊には良い刺

激となっており、ＳＣＤＰ／Ｔ

ＩＣＯ救急隊活動広報ができ、

うれしくも思う。隊員にとって

も大きなインセンティブにな

っているようだ。 
 
５月３０日（月） 
まだまだ続くTVの取材 

この日も取材日。土曜の夜が

一番事件事故が多い。南へ行く

国道で大きな事故という一報。

なんと車の原型をとどめない

事故。相当なスピードで、カー

ブを曲がりきれず道路脇の木

に激突、その後空中回転し数十

メートル先に着地。すごい衝撃

のようだ。怪我人はすぐに一般

の人たちが助け、ＵＴＨへ向か

ったらしい。エアバックを搭載

していたようだ。怪我人の様子

を調査するためＵＴＨへ。うつ

ぶせになって担架に載せられ

ていた運転手を見たが、けっこ

うしっかり意識もあり、頚椎が

やられていたようだ。本当に幸

運。事故は本当に怖いものだ。 

 この事故では車の中から２

本のビール瓶が見つかった。ザ

ンビアでは酒気帯び運転検査

をする場合、警察官の立会いで、

病院で血液検査をしないとい

けないため、ほとんど取締りが

されていない。事故になればす

ぐに飲酒運転の疑いで逮捕す

るが、法廷まで行くことになり、

警察側が負けることが多くあ

る。 

 しかし、飲酒運転は改めて禁

物と思う。一瞬にして人生を終

了させてしまうなど危険だ。今

回はエアバックのおかげだっ

たが、ザンビアではあまりにも

飲酒運転が多く、救急隊では困

っているのが現状。番組の最後

に、教育広報をする時間が５分

間設けられた。そして、先週の

放映でも、アンドレアさんが飲

酒運転はしないでくれ！と訴

えたばかりだった。
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 TICO国内活動  
（200５年３月～2005年５月） 

＜２００５年３月＞ 

１０日 （株）弘和薬品勉強会へ講師派遣 （吉

田修代表） 

１８日 （財）国際開発救援財団からカルブウエ

事業に助成金決定 

１９日 吉野川市ふれあいフェスティバル・パネ

ルディスカッション（テーマ「ＮＰＯ活

動」）へパネラーとして出席（福士庸二事

務局長） 

２４日 2004年度保健分野NGO研究会 第4

回アフリカ分科会へ出席（吉田修代表） 

２６日 地球人カレッジ「青年が見たザンビア」

（江橋裕人ＴＩＣＯザンビア事務所長・

小川芙美香ＳＣＤＰインターン生） 

２９日 県とＮＧＯのミーティングに出席（吉田

修代表・福士庸二事務局長） 
＜２００５年４月＞ 

２日 関西国際交流団体協議会主催「ＮＰＯの

広報強化のためのスキルアップセミナ

ー」出席（登健太郎事務局員） 

１８日 神戸より救急救助機材引き取り（福士庸

二事務局長・鈴木一城さん） 
２３日 地球人カレッジ「南米音楽ミニコンサー

ト」（吉田徳明さん） 

    「ワークショップ～世界がもし１００人

の村だったら～」 （常見裕之さん） 

２４日 ザンビア行き中古医療機器整備及び積み

込み（坂東直洋さん・岩田祥三さん・武

村敦夫さん・小野裕次さん・吉田修代表・

福士庸二事務局長） 

２７日 横浜市から救急車の寄贈を受ける 

＜２００５年５月＞ 

１０日 木屋平中学校国際理解講座へ講師派遣

（福士庸二事務局長） 

愛媛大学法学部講義・国際協力論へ講師

派遣（吉田修代表）  

１６日 ザンビアスタディツアー参加者募集開始 

２１日 ＪＯＣＶ看護職ネットワークへ講師派遣

（吉田修代表） 

２３日 阿波西高校２年ボランティア福祉コース

へ講師派遣（福士庸二事務局長） 

２９日 NPO法人TICO第１回通常総会 

地球人カレッジ「神戸の救急救助技術、

海を渡る ザンビアへ」（正井潔さん） 

 
 

E-mail で情報入手 
 

地球人カレッジ開催などのイベント

情報をE-mail で提供しています。ご希

望の方はメールアドレスとお名前をご

記入の上、zikomo@nmt.ne.jp までお

知らせください（パソコン・携帯両方と

も対応しております）。 
 

平成 16 年度特定非営利活動に係る事業収支計算書 

平成 16 年 9 月 13 日から平成 17 年 3 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 ＴＩＣＯ 

科       目 金      額  （円） 

Ⅰ 経常収入の部    

 １ 会費収入 961,000 961,000  

 ２ 特定非営利活動に係る事業収入    

・生活向上の機会を著しく 

奪われている人々の問題解決への協力事業 7,758   

    (①民生改善事業) (0)   

    (②ルサカ市救急隊整備計画) (0)   

    (③旱魃に強い村作り・チペンビ) (0)   

    (④旱魃に強い村作り・カルブウェ) (2,673)   

    (⑤ザンビア事務所運営) (5,085)   

  ・会報及び出版物の発行 0   

  ・国内での開発教育に関する事業 0   

    (①徳島県内外の学校，講演会， 

セミナー等への講師派遣) (0)   

    (②地球市民教育勉強会〔地球人カレッジ〕の開催) (0)   

    (③スタディーツアー) (0)   

・他の市民活動を行う団体に対する 

連絡，相談，助言等の事業 0 7,758  

 ３ 助成金収入 12,600 12600  

 ４ 寄附金等収入    

  ・国内寄付金 3,108,851   

  ・海外寄付金 45,365 3,154,216  

 ５ 雑収入    

  ・為替差益 0   

  ・その他雑収入 40,029 40,029  

 ６ 徳島で国際協力を考える会よりの繰越金 7,046,772 7,046,772  

   経常収入合計   11,222,375 

Ⅱ 経常支出の部    

 １ 特定非営利活動に係る事業費    

・生活向上の機会を著しく 

奪われている人々の問題解決への協力事業 3,357,678   

    (①民生改善事業) (0)   

    (②ルサカ市救急隊整備計画) (1,857,953)   

    (③旱魃に強い村作り・チペンビ) (607,771)   

    (④旱魃に強い村作り・カルブウェ) (229,852)   

    (⑤ザンビア事務所運営) (662,102)   

  ・会報及び出版物の発行 54,380   

  ・国内での開発教育に関する事業 26,000   

(①徳島県内外の学校，講演会， 

セミナー等への講師派遣) (0)   

    (②地球市民教育勉強会〔地球人カレッジ〕の開催) (26,000)   

    (③スタディーツアー) (0)   

・他の市民活動を行う団体に対する 

連絡，相談，助言等の事業 0 3,438,058  

 ２ 管理費    

  ・旅費交通費 123,310   

  ・郵送費 520   

  ・荷造り運賃 0   

  ・消耗品費 0   

  ・研修費 0   

  ・保険料 0   

  ・支払い手数料 8,335   

  ・会議費 0   

  ・会費返還 10,000   

  ・人件費 600,000   

  ・図書・資料費 1,000   

  ・支援・連携・協力費 100,000   

  ・雑費 186,127 1,029,292  

   経常支出合計   4,467,350 

   経常収支差額   6,755,025 

Ⅲ その他資金収入の部    

 １ 固定資産売却収入  0  

   その他資金収入合計   0 

Ⅳ その他資金支出の部    

 １ 固定資産取得支出  0  

   その他資金支出合計   0 

   当期収支差額   6,755,025 

   設立時資金有高   0 

   その他の事業会計からの繰り入れ   0 

   次期繰越収支差額   6,755,025 
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【TICO への入会方法】  
会員となって資金面から TICO の活動をサポート

してくださるかたを募集しています。入会ご希望の方

は郵便振替用紙に所定の年会費を納入して下さい。イ

ンターネットの TICO ホームページからも入会申し

込みが可能です。会員の方にはTICOニュースレター

『Face to Face』を毎号送付いたします。 

【正会員】  12,000円 

【賛助会員】 個人：12,000円 学生：6,000円 

団体：15,000円 
（通常は賛助会員でのご入会をお願いしています。総会での議決権

を持つ正会員を希望される方は事前にご連絡下さい） 

振込先：郵便振替口座 ０１６４０－６－３７６４９ 

振込先加入者名：TICO 

Ｅメールアドレスをお知らせいただいた方にはＴ

ＩＣＯの各種イベント情報をメールにてご連絡申し

上げます。 

ＴＩＣＯの活動は皆様からの会費やご寄付によっ

て支えられています。会費の納入がお済みでない会員

の方は、納入下さいますようお願いします。なお、郵

便口座からの「年会費自動引き落とし」もご利用いた

だけます。事務作業軽減のためにも､ご協力お願いい

たします。 

ありがとうございました（敬称略） 
★寄付をくださった方々★ 

西尾正己 美馬安子 牧野博行 戸井裕江 畑和子

宗本クニコ 正木スミエ 中山久仁子 土屋奈歩

山田順子 田中怜 小野裕次 井形和枝 福士庸二

福士美幸 五十嵐仁 山川中学校 木屋平中学校

江橋裕人 城西高等学校 阿波西高等学校 卒寿会

県民ネットワーク夢募金箱 ヒラオカ薬局 さくら

診療所  

★会費を継続して払ってくださった方々★ 

西村賢三 井内一志 井形和枝 梅久美保 畑和子

垣原宏治 梯真由美 齋藤陽子 貞野有香 本庄敬

大瀧知津枝 尾崎富美子 古川久美子 佐藤慶子

武市秀男 田所幸枝 茶畑勝博 中村晃一 松岡哲

也 濱田公子 町田美佳 松浦和美 株式会社幸燿

西部営業所  
★新たに会員になってくださった方々★ 

藤田美樹 関谷晴孝 唐住輝 唐住洲子 堀井健司 

（200４年３月１日から２００５年５月３１日まで

の事務局入金分：順不同） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＰＯ法人ＴＩＣＯ 

   

●講師派遣 

TICO では学校の総合学習の時間などでの国際

理解教育、開発教育の講師派遣をおこなっていま

す。お問い合わせはＴＩＣＯ事務局まで。 

 
●チペンピ農村開発ローン支援者募集 

事業No.8 養鶏事業 （サングワポクラブ） 

事業No.９タックショップ（カリケンカクラブ）

支援金一口5000円。各グループから支援者の方

に定期的に手紙が届きます。 
 

ＴＩＣＯホームページで TICO からの最新情報を

ご覧いただけます！！ 

http://www.nmt.ne.jp/~zikomo/ 

お 知 ら せ   

    第１回通常総会 
去る５月２９日（日）、ＴＩＣＯがＮＰＯ法人とな

って初めての通常総会が行われ、昨年度の事業報

告と収支報告があり、その後、今年度の予算案が

紹介され、全会一致で承認されました。また、役

員については全員留任となりました。その他、今

年度は、ワールドビジョンと共同でマラウイにお

けるＨＩＶ／エイズ対策事業を立案中で、今後、

この案件を外務省に申請し、申請が通ればこの秋

にも新規プロジェクトとして実施される見通しで

あることが報告されました。 
 

代表理事 吉田 修 役員は右記のとおり

です。また、収支報

告については、７ペ

ージをご覧さい。 

理  事 福士庸二 
 渡部 豪 
監  事 田中直康 

  
 
  

個人情報の保護について 
ＴＩＣＯは、個人情報について、ニュースレターの発送、各種イベント及び会費の案内以外には利用しないようにいたします。
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【TICO事務局連絡先】 

〒779-3403 徳島県吉野川市山川町前川212－6  電話：090-7786-3193 / ＦＡＸ：0883－42－5527 

TICO ホームページ：http://www.nmt.ne.jp/~zikomo/  e-ma i l：zikomo@nmt.ne.jp 

募金のお願い  ＴＩＣＯのザンビア支援活動は皆様からの寄付金や会費により支えられています 
（事務局の作業軽減のため領収書は発行していません。必要な方はお申し出下さい）     

郵便振替口座 ０１６４０－６－３７６４９  振込先加入者名：TICO 


